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(57)【要約】
【課題】室内等にて使用される気化式加湿装置において
、気化による加湿動作を滴下する水滴により報知する加
湿装置を提供することを目的とする。
【解決手段】本体１の上部に設けた給水タンク６の吐水
量を制御する電磁弁８と、この電磁弁８を制御する制御
手段１６と、前記電磁弁８の水を水滴として滴下させる
滴下手段９と、前記本体１外郭に前記滴下手段９の滴下
量を可視するように設けた透過部１０を備え、滴下する
状態は、透過性の透過部１０から目視することで、気化
による加湿動作を確認可能にし、水滴の滴下間隔を変え
て加湿量の増減を報知することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸込口と吹出口を連通し形成された空気流路に送風手段を設けた本体と、この本体の上部
に設けた給水タンクの吐水量を制御する電磁弁と、この電磁弁を制御する制御手段と、前
記電磁弁の水を水滴として滴下させる滴下手段と、滴下水を貯留する水槽に常に下部を浸
し、前記空気流路内に気化により加湿する加湿フィルターと、前記本体外郭に前記滴下手
段の滴下量を可視するように設けた透過部を備え加湿量を報知することを特徴とする加湿
装置。
【請求項２】
滴下手段は水滴を滴下する複数の孔を設けた構成とする請求項１記載の加湿装置。
【請求項３】
滴下手段は水を貯める構成にして、貯めた水の水位に応じて水滴を滴下する孔の数が変化
する構成とした請求項１および２記載の加湿装置。
【請求項４】
滴下手段は内部の底面を傾斜させて形成し、その底面に複数の水滴を滴下する孔を設けた
請求項３記載の加湿装置。
【請求項５】
滴下手段は内部の底面を段差形状として形成し、その段差形状部分にそれぞれ水滴を滴下
する孔を設けた請求項３記載の加湿装置。
【請求項６】
滴下手段は内部の底面の中央部を両側部に対して低く形成し、中央部から両側へ向けて複
数の水滴を滴下する孔を設けた請求項３および５記載の加湿装置。
【請求項７】
透過部は滴下する水滴を拡大させる拡大手段を備えた請求項１から６いずれかに記載の加
湿装置。
【請求項８】
滴下手段の滴下する水滴へ向けて光を照射する照射手段を備え、制御手段は前記照射手段
を制御する構成とする請求項１から７いずれかに記載の加湿装置。
【請求項９】
滴下手段の滴下する水滴へ向けて複数の光を照射する照射手段を備え、制御手段は前記照
射手段を制御する構成とする請求項１から８いずれかに記載の加湿装置。
【請求項１０】
周囲の湿度を検知する湿度検知手段を備え、制御手段は前記湿度検知手段の検知信号によ
り照射手段を制御する構成とする請求項１から９いずれかに記載の加湿装置。
【請求項１１】
水槽に貯留する水位より高い位置に配設した消音手段を備え、前記消音手段に滴下手段の
水滴を滴下する構成とする請求項１から１０いずれかに記載の加湿装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内等の空間を吸水したフィルターに風を通して気化させることにより加湿
する加湿装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の加湿装置の一例として、加湿槽内の水を遠心力により吸い上げた後、空
気流れ中に飛散させて加湿するものが知られていた（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　以下、加湿装置について図１３を参照しながら説明する。
【０００４】
　図１３に示すように、給水タンク１０１から供給される水を加湿槽１０２に貯留し、吸
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水パイプ１０３の下端部を加湿槽１０２内の水に浸漬し、吸水パイプ１０３を回転させ、
加湿槽１０２内の水を遠心力により吸い上げた後、ファン１０４の回転駆動により得た外
部に向かう空気流れ中に飛散させて加湿する。吸水パイプ１０３は、内部に吸い上げられ
た水を通過させる中空糸膜１０５を有し、上部に下方に向かって除々に拡開し、中空糸膜
１０５を通過した水を下方に向かって移動させた後、下方開口部より周囲に飛散させる散
水カバー１０６を備える。散水カバー１０６の外周に、飛散して衝突した水を流下させた
後、空気流れ中に滴下させ、かつ、外部より視認可能な透光性を有するガイド部材１０７
とにより構成され、加湿中であるか否かを目視により確認するようにしている。
【特許文献１】特開２００３－１４２６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来の図１３の加湿装置では、気化による加湿の吹出しを確認できないため
、ガイド部材に衝突させた水の環状模様を外部から目視により確認し加湿中であるか否か
を確認することはできるが、加湿量の違いまで判断することは難しく、また水の衝突時に
騒音を発生するという課題があった。
【０００６】
　そのようなことから、加湿運転における加湿量を目視で確認できるようにすることが要
求されている。
【０００７】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、加湿時の気化量を容易に報知する加湿装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の加湿装置は、上記目的を達成するために、吸込口と吹出口を連通し形成された
空気流路に送風手段を設けた本体と、この本体の上部に設けた給水タンクの吐水量を制御
する電磁弁と、この電磁弁を制御する制御手段と、前記電磁弁の水を水滴として滴下させ
る滴下手段と、滴下水を貯留する水槽に常に下部を浸し、前記空気流路内に気化により加
湿する加湿フィルターと、前記本体外郭に前記滴下手段の滴下量を可視するように設けた
透過部を備え加湿量を報知する構成としたものである。
【０００９】
　この手段により、滴下する水滴を目視することで気化による加湿動作を確認可能にして
、また水滴の滴下間隔を変えて加湿量の増減を報知することができる加湿装置が得られる
。
【００１０】
　また、他の手段は、滴下手段は水滴を滴下する複数の孔を設けた構成としたものである
。
【００１１】
　この手段により、複数の滴下する水滴を目視することで気化による加湿動作を確認可能
にして、また複数の滴下する水滴の滴下間隔を変えて加湿量の増減を報知することができ
る加湿装置が得られる。
【００１２】
　また、他の手段は、滴下手段は水を貯める構成にして、貯めた水の水位に応じて水滴を
滴下する孔の数が変化する構成としたものである。
【００１３】
　この手段により、貯めた水の水位に応じて水滴を滴下する孔の数が変化し、滴下する水
滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知することができる加湿装置が得られる。
【００１４】
　また、他の手段は、内部の底面を傾斜させて形成し、その底面に複数の水滴を滴下する
孔を設けた構成としたものである。



(4) JP 2010-71474 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

【００１５】
　この手段により、貯めた水の水位に応じて底面の傾斜に設けた水滴を滴下する孔の数が
変化し、滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知することができる加湿装置が
得られる。
【００１６】
　また、他の手段は、滴下手段は内部の底面を段差形状として形成し、その段差形状部分
にそれぞれ水滴を滴下する孔を設けた構成としたものである。
【００１７】
　この手段により、貯めた水の水位に応じて底面の段差に設けた水滴を滴下する孔の数が
変化し、滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知することができる加湿装置が
得られる。
【００１８】
　また、他の手段は、滴下手段は内部の底面の中央部を両側部に対して低く形成し、中央
部から両側へ向けて複数の水滴を滴下する孔を設けた構成としたものである。
【００１９】
　この手段により、貯めた水の水位に応じて底面に設けた水滴を滴下する孔の数が変化し
、滴下手段の中央から両側に向けて滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知す
ることができる加湿装置が得られる。
【００２０】
　また、他の手段は、透過部は滴下する水滴を拡大させる拡大手段を備えたものである。
【００２１】
　この手段により、滴下する水滴を拡大し認識を容易にすることができる加湿装置が得ら
れる。
【００２２】
　また、他の手段は、滴下手段の滴下する水滴へ向けて光を照射する照射手段を備え、制
御手段は前記照射手段を制御する構成としたものである。
【００２３】
　この手段により、滴下する水滴を明るく照らし認識を容易にすることができる加湿装置
が得られる。
【００２４】
　また、他の手段は、滴下手段の滴下する水滴へ向けて複数の光を照射する照射手段と、
制御手段は前記照射手段を制御する構成としたものである。
【００２５】
　この手段により、加湿装置の運転状態に応じて複数の照射手段により滴下する水滴を照
らす色を変え、照射する色と滴下する水滴から加湿量の増減を報知することができる加湿
装置が得られる。
【００２６】
　また、他の手段は、周囲の湿度を検知する湿度検知手段を備え、制御手段は前記湿度検
知手段の検知信号により照射手段を制御する構成としたものである。
【００２７】
　この手段により、湿度検知手段の湿度に応じて複数の照射手段により滴下する水滴を照
らす色を変え、照射する色と滴下する水滴から加湿量の増減を報知することができる加湿
装置が得られる。
【００２８】
　また、他の手段は、水槽に貯留する水位より高い位置に配設した消音手段を備え、前記
消音手段に滴下手段の水滴を滴下する構成としたものである。
【００２９】
　この手段により、滴下水が水槽に貯留するときの滴下音を低減することができる加湿装
置が得られる。
【発明の効果】
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【００３０】
　本発明によれば、滴下する水滴を目視することで気化による加湿動作を確認可能にし、
水滴の滴下間隔を変えて加湿量の増減を報知することができる加湿装置を提供できる。
【００３１】
　また、加湿量に応じて滴下手段から滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知
することができる加湿装置を提供できる。
【００３２】
　また、滴下する滴下水を拡大し認識を容易にすることができる加湿装置を提供できる。
【００３３】
　また、滴下水が水槽に貯留するときの滴下音を低減することができる加湿装置を提供で
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　本発明の請求項１記載の発明は、吸込口と吹出口を連通し形成された空気流路に送風手
段を設けた本体と、この本体の上部に設けた給水タンクの吐水量を制御する電磁弁と、こ
の電磁弁を制御する制御手段と、前記電磁弁の水を水滴として滴下させる滴下手段と、滴
下水を貯留する水槽に常に下部を浸し、前記空気流路内に気化により加湿する加湿フィル
ターと、前記本体外郭に前記滴下手段の滴下量を可視するように設けた透過部を備え加湿
量を報知するようにしたものであり、滴下する水滴を目視することで気化による加湿動作
を確認可能にして、また水滴の滴下間隔を変えて加湿量の増減を報知することができると
いう作用を有する。
【００３５】
　また、請求項２記載の発明は、滴下手段は水滴を滴下する複数の孔を設けたものであり
、複数の滴下する水滴を目視することで気化による加湿動作を確認可能にして、また複数
の滴下する水滴の滴下間隔を変えて加湿量の増減を報知することができるという作用を有
する。
【００３６】
　また、請求項３記載の発明は、滴下手段は水を貯める構成にして、貯めた水の水位に応
じて水滴を滴下する孔の数が変化するものであり、貯めた水の水位に応じて水滴を滴下す
る孔の数が変化し、滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知することができる
という作用を有する。
【００３７】
　また、請求項４記載の発明は、滴下手段は内部の底面を傾斜させて形成し、その底面に
複数の水滴を滴下する孔を設けたものであり、貯めた水の水位に応じて底面の傾斜に設け
た水滴を滴下する孔の数が変化し、滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知す
ることができるという作用を有する。
【００３８】
　また、請求項５記載の発明は、滴下手段は内部の底面を段差形状として形成し、その段
差形状部分にそれぞれ水滴を滴下する孔を設けたものであり、貯めた水の水位に応じて底
面の段差に設けた水滴を滴下する孔の数が変化し、滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量
の増減を報知することができるという作用を有する。
【００３９】
　また、請求項６記載の発明は、滴下手段は内部の底面の中央部を両側部に対して低く形
成し、中央部から両側へ向けて複数の水滴を滴下する孔を設けたものであり、貯めた水の
水位に応じて底面に設けた水滴を滴下する孔の数が変化し、滴下手段の中央から両側に向
けて滴下する水滴の滴下幅を変えて加湿量の増減を報知することができるという作用を有
する。
【００４０】
　また、請求項７記載の発明は、透過部は滴下する水滴を拡大させる拡大手段を備えたも
のであり、滴下する滴下水を拡大し認識を容易にすることができるという作用を有する。
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【００４１】
　また、請求項８記載の発明は、滴下手段の滴下する水滴へ向けて複数の光を照射する照
射手段と、制御手段は前記照射手段を制御するものであり、滴下する滴下水を明るく照ら
し認識を容易にすることができるという作用を有する。
【００４２】
　また、請求項９記載の発明は、滴下手段の滴下する水滴へ向けて複数の光を照射する照
射手段と、制御手段は前記照射手段を制御するものであり、加湿装置の運転状態に応じて
複数の照射手段により滴下する滴下水を照らす色を変え、照射する色と滴下水から滴下量
が変わったことの認識を容易にすることができるという作用を有する。
【００４３】
　また、請求項１０記載の発明は、周囲の湿度を検知する湿度検知手段を備え、制御手段
は前記湿度検知手段の検知信号により照射手段を制御するものであり、湿度検知手段の湿
度に応じて複数の照射手段により滴下する滴下水を照らす色を変え、照射する色と滴下水
から滴下量が変わったことの認識を容易にすることができるという作用を有する。
【００４４】
　また、請求項１１記載の発明は、水槽に貯留する水位より高い位置に配設した消音手段
を備え、前記消音手段に滴下手段の水滴を滴下するものであり、滴下水が水槽に貯留する
ときの滴下音を低減することができるという作用を有する。
【００４５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００４６】
　（実施の形態１）
　図１は本願発明における加湿装置の構成を示す側面概略図、図２は加湿装置の構成を示
す正面概略図である。
【００４７】
　図１および図２に示すように、本体１は吸込口２と吹出口３を連通した空気流路に送風
手段４としてファンモーターと、加熱手段５として電熱ヒーターが設けられている。ポリ
エチレン等の樹脂からなる給水タンク６は本体１の保持枠７から取り外し自在に設けられ
、給水タンク６からの給水を制御する電磁弁８は、保持枠７の下端に設けられている。電
磁弁８から吐水された水を水滴にする滴下手段９には、孔の先端の外形５ｍｍ以下、内径
２ｍｍ以下の孔が設けられている。本体１の外郭には、滴下量を可視するように設けて滴
下手段９の滴下水滴を確認できる透過性のアクリル樹脂の透過部１０が設けられている。
【００４８】
　また、滴下手段９からの水滴を貯留する水槽１１は、本体１の底部に設けられている。
この水槽１１には貯留水の水位を検出する第一水位検出手段１２としてフロートの磁石と
リードスイッチで構成した非接触スイッチと第一水位検出手段１２より高い水位を検出す
る第二水位検出手段１３としてフロートの磁石とリードスイッチで構成した非接触スイッ
チが設けられている。
【００４９】
　また、この水槽１１の貯留水に下部を浸して構成され、かつ回転可能に軸支される吸水
性のあるポリエステル繊維で構成された加湿フィルター１４が設けられ、この加湿フィル
ター１４を回転する回転手段１５として設けたタイミングモーターは、駆動ギアによって
加湿フィルター１４と連動している。本体１の最上部には、加湿量を制御する制御手段１
６が配設されている。
【００５０】
　上記構成において、給水タンク６を保持枠７に配設すると、給水タンク６の水は保持枠
７内に一定の量が保たれる。電源にコンセントプラグ（図示せず）を接続すると、制御手
段１６は電磁弁８に通電する。電磁弁８が開弁し給水タンク６から滴下手段９に吐水され
る。滴下手段９から水滴が水槽１１内に滴下され、滴下した水滴は第一水位検出手段１２
が水位を検出するまで貯留され、貯留された水により加湿フィルター１４の下部は浸され
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る。運転スイッチ（図示せず）の入力により制御手段１６は送風手段４、加熱手段５およ
び回転手段１３に通電し加湿装置の運転を開始する。吸込口２から吸込まれた空気は、加
熱手段５で暖められ回転手段１５により回転する加湿フィルター１４に送風される。水槽
１１に下部を浸して回転している加湿フィルター１４に浸透した水分は、加湿フィルター
１４を通過した空気と接触することにより気化され加湿が行われる。そして、加湿された
加湿空気は吹出口３から本体１外へ放出される。このとき選択された運転モード（強、中
、弱）により電磁弁８の開弁時間が制御される。電磁弁８の開弁時間による水量に応じて
滴下手段９から滴下する水滴の滴下間隔が変化する。強運転のときは、滴下間隔が短くな
り、弱運転のときは、滴下間隔が長く変化する。滴下する水量が気化による加湿量を上回
り水槽１１の第二水位検出手段１３が水位を検出した場合は、第二水位検出手段１３の水
位検出がなくなるまで電磁弁８の開弁を停止し、水槽１１から貯留水が溢れることを防止
する。
【００５１】
　そして、滴下手段９から滴下する状態は、透過性の透過部１０から可視できてそれを確
認することで、気化による加湿動作を確認することができる。さらに、加湿装置の運転モ
ードによって水滴の滴下間隔が変わることで加湿量の増減を報知することが可能となる。
【００５２】
　（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００５３】
　図３に示すように、図１または図２の構成に加えて電磁弁８から吐水された水を水滴に
する滴下手段９ａは、水滴を滴下する複数の孔を横方向に並べて設けた構成とする。
【００５４】
　上記構成において、実施の形態１と同様に運転スイッチ（図示せず）の入力により制御
手段１６は送風手段４、加熱手段５および回転手段１３に通電し運転を開始する。吸込口
２から吸込まれた空気は、加熱手段５で暖められ回転手段１５により回転する加湿フィル
ター１４に送風される。水槽１１に下部を浸して回転している加湿フィルター１４に浸透
した水分は加湿フィルター１４を通過した空気と接触することにより気化され加湿が行わ
れる。加湿された加湿空気は吹出口３から本体１外へ放出される。このとき選択された運
転モード（強、中、弱）により電磁弁８の開弁時間を制御する。電磁弁８の開弁時間によ
る水量に応じて滴下手段９ａから滴下する水滴の滴下間隔が変化する。強運転のときは、
複数の穴から滴下する滴下間隔が短くなり、弱運転のときは、複数の穴から滴下する滴下
間隔が長く変化する。滴下する水量が気化による加湿量を上回り水槽１１の第二水位検出
手段１３が水位を検出した場合は、第二水位検出手段１３の水位検出がなくなるまで電磁
弁８の開弁を停止し、水槽１１から貯留水が溢れることを防止する。
【００５５】
　そして、滴下手段９ａから滴下する状態は、透過性の透過部１０から可視できてそれを
確認することで、気化による加湿動作を確認することができる。さらに、加湿装置の運転
モードによって複数の滴下する水滴の滴下間隔が変わることで加湿量の増減を報知するこ
とが可能となる。また、滴下手段９ａ複数の孔を横方向に並べて設けているので、１つの
孔を設けた場合に比べて滴下する水滴は複数を横広がりに目視することができ、より視認
性を向上させることができる。
【００５６】
　（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から２と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００５７】
　図４に示すように、図１から図３のいずれかの構成に加えて電磁弁８から吐水された水
を水滴にする滴下手段９ａは水を貯める構成にして、貯めた水の水位に応じて水滴を滴下
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する孔の数が変化する構成とする。水位に応じて水滴がの滴下する孔数が変化する構成と
して、例えば、図４に示すように、敵下手段９ａは内部の底面を水平に形成し、横方向に
水滴を滴下する複数の孔を配置する。そして、この複数の孔のうち敵下手段９ａの中央部
において電磁弁８から吐水された水を受ける位置に配置した第１の孔１０ａを第１の仕切
り１０ｂで囲み、その外側に配置した第２の孔１０ｃの外側を第２の仕切り１０ｄで囲み
、その外側に第３の孔１０ｅを配置するものである。また、第１の仕切り１０ｂに対して
第２の仕切り１０ｄは高さを高く形成してものである。
【００５８】
　上記構成において、実施の形態２と同様に運転スイッチ（図示せず）の入力後、選択さ
れた運転モード（強、中、弱）により電磁弁８の開弁時間を制御する。まずは、電磁弁８
の開弁時間による水量に応じて滴下手段９ａの第１の仕切り１０ｂ内に貯まる水位が変化
し、この第１の仕切り１０ｂから溢れた水は隣接する仕切り内へ移動することにより滴下
する滴下幅が変化する。弱運転のときは、滴下手段９ａ内に最低水位の水が貯まり第１の
仕切り１０ｂ内にある第１の孔１０ａから水滴が滴下される。同様に、中運転のときの水
位は中間水位となり第１の仕切り１０ｂから溢れた水は隣接する第２の仕切り１０ｄ内に
ある第２の孔１０ｃから滴下される。強運転のときは、滴下手段９ａ内に貯まる水位は最
高水位となり第２の仕切り１０ｄから溢れた水は滴下手段９ｂの底面全体にいきわたり第
３の孔１０ｅからも滴下される。結果として全ての孔から水滴が滴下される。
【００５９】
　そして、滴下手段９ａから滴下する状態は、透過性の透過部１０から可視できてそれを
確認することで、気化による加湿動作を確認することができる。さらに、加湿装置の運転
モードにより滴下手段９ｂ内に貯めた水の水位に応じて水滴を滴下する孔の数が変化し、
滴下する水滴の滴下幅が変わることで加湿量の増減を報知することが可能となる。
【００６０】
　また、電磁弁８から吐水して水を第１の孔１０ａで受ける位置にして、第２の孔、第３
の孔へと水位に応じて広がるようにすることで、電磁弁８から吐水する水の量に応じて水
滴を滴下する孔の数を容易にかつなめらかに変化させて加湿量の増減を報知することがで
きる。
【００６１】
　（実施の形態４）
　次に、本発明の実施の形態４について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から３と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００６２】
　図５に示すように、図１から図４のいずれかの構成に加えて電磁弁８から吐水された水
を水滴にする滴下手段９ｃは、内部の底面を傾斜させて形成し、その傾斜に沿って底面に
複数の水滴を滴下する孔を設けた構成とする。すなわち、滴下手段９ｃ内に貯まった水の
水位によって、底面の傾斜から滴下する水滴が横方向へ広がるように構成したものである
。
【００６３】
　上記構成において、実施の形態３と同様に運転スイッチ（図示せず）の入力後、選択さ
れた運転モード（強、中、弱）により電磁弁８の開弁時間を制御する。電磁弁８の開弁時
間による水量に応じて滴下手段９ｃ内に貯まる水位が変化し滴下する滴下幅が変化する。
弱運転のときは、滴下手段９ｃ内に貯まる水位は最低水位となり底面の傾斜に設けた最底
部の孔から水滴が滴下される。同様に、中運転のときの水位は中間水位となり、強運転の
ときは、滴下手段９ｃ内に貯まる水位は最高水位となり底面の傾斜に設けた最低部の孔か
ら最上部の孔を含む全ての孔から水滴が滴下される。
【００６４】
　そして、滴下手段９ｃから滴下する状態は、透過性の透過部１０から可視できてそれを
確認することで、気化による加湿動作を確認することができる。さらに、加湿装置の運転
モードによって滴下する水滴の滴下幅が横方向へ変わることで加湿量の増減を報知するこ
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とが可能となる。
【００６５】
　（実施の形態５）
　次に、本発明の実施の形態５について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から３と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００６６】
　図６に示すように、図１から図５のいずれかの構成に加えて電磁弁８から吐水された水
を水滴にする滴下手段９ｄは、水を貯める構成にして内部の底面を横方向へ変化する段差
形状として形成し、その段差形状部分にそれぞれ水滴を滴下する孔を設けた構成とする。
すなわち、滴下手段９ｄ内に貯まった水の水位によって、水の貯まる段差の数が変化して
底面の段差から滴下する水滴が横方向へ広がるように構成したものである。
【００６７】
　上記構成において、実施の形態３と同様に運転スイッチ（図示せず）の入力後、選択さ
れた運転モード（強、中、弱）により電磁弁８の開弁時間を制御する。電磁弁８の開弁時
間による水量に応じて滴下手段９ｄ内に貯まる水位が変化し滴下する滴下幅が変化する。
弱運転のときは、滴下手段９ｄ内に貯まる水位は最低水位となり底面の段差に設けた最底
部の孔から水滴が滴下される。同様に、中運転のときの水位は中間水位となり、強運転の
ときは、滴下手段９ｄ内に貯まる水位は最高水位となり底面の段差に設けた最低部の孔か
ら最上部の孔を含む全ての孔から水滴が滴下される。
【００６８】
　そして、滴下手段９ｄから滴下する状態は、透過性の透過部１０から可視できてそれを
確認することで、気化による加湿動作を確認することができる。さらに、加湿装置の運転
モードによって滴下する水滴の滴下幅が横方向へ変わることで加湿量の増減を報知するこ
とが可能となる。
【００６９】
　（実施の形態６）
　次に、本発明の実施の形態６について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から５と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００７０】
　図７に示すように、図１から図６のいずれかの構成に加えて電磁弁８から吐水された水
を水滴にする滴下手段９ｅは、内部の底面の中央部を両側部に対して低く形成し、中央部
から両側へ向けて複数の水滴を滴下する孔を設けた水を貯める構成とする。すなわち、滴
下手段９ｅ内に貯まった水の水位によって、底面の形状から滴下する水滴が中央部から左
右横方向へ広がるように構成したものである。
【００７１】
　上記構成において、実施の形態５と同様に運転スイッチ（図示せず）の入力後、選択さ
れた運転モード（強、中、弱）により電磁弁８の開弁時間を制御する。電磁弁８の開弁時
間による水量に応じて滴下手段９ｅ内に貯まる水位が変化し滴下する滴下幅が変化する。
弱運転のときは、滴下手段９ｅ内に貯まる水位は最低水位となり底面に設けた中央最低部
の孔から水滴が滴下される。同様に、中運転のときの水位は中間水位となり、強運転のと
きは、滴下手段９ｅ内に貯まる水位は最高水位となり底面にある中央最低部の孔から左右
に設けた最上部の孔を含む全ての孔から水滴が滴下される。
【００７２】
　そして、滴下手段９ｅから滴下する状態は、透過性の透過部１０から可視できてそれを
確認することで、気化による加湿動作を確認することができる。さらに、加湿装置の運転
モードによって滴下手段９ｅの中央から左右横方向へ滴下する水滴の滴下間隔が変わるこ
とで加湿量の増減を報知することが可能となる。
【００７３】
　なお、本実施の形態６では、内部の底面を段差形状としたが、底面を円弧形状としても
同様の作用効果をもたらす。
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【００７４】
　また、電磁弁８から吐水された水を最下位に配置した孔で受ける構成にすることで、電
磁弁８から吐水する水の量に応じて水滴を滴下する孔の数を容易にかつなめらかに変化さ
せて加湿量の増減を報知することができる。
【００７５】
　（実施の形態７）
　次に、本発明の実施の形態７について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から６と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００７６】
　図８に示すように、図１から図７のいずれかの構成に加えて滴下水を拡大させる拡大手
段１７としてアクリル樹脂製のフレネルレンズを備えた構成とする。
【００７７】
　上記構成において、拡大手段１７は滴下手段９の下端部を拡大している。滴下手段９か
ら滴下する水滴の様子は、拡大手段１７により拡大されて報知される。そして、滴下手段
９から滴下する状態は、透過性の拡大手段１７から拡大して可視できてそれを確認するこ
とで、気化による加湿動作を確認することができる。さらに、加湿装置の運転モードによ
って水滴の滴下間隔が変わることで加湿量の増減を報知することが可能となる。
【００７８】
　（実施の形態８）
　次に、本発明の実施の形態８について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から７と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００７９】
　図９に示すように、図１から図８のいずれかの構成に加えて滴下手段９の後方から滴下
水へ向けて光を照射する照射手段１８として白色ＬＥＤと、制御手段１６ａは送風手段４
の運転、停止と連動して照射手段１８を制御する構成とする。
【００８０】
　上記構成において、運転開始信号が制御手段１６ａに送られると制御手段１６ａは送風
手段４の通電と連動し照射手段１８を点灯させ白色の光を照射する。照射された光は滴下
手段９の配設された内部を明るくし滴下している滴下水を照らし出すこととなる。滴下手
段９の配設された内部を明るくすることにより、滴下手段９から滴下する様子および滴下
する水滴を透過部１０から容易に認識することができる。
【００８１】
　（実施の形態９）
　次に、本発明の実施の形態９について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から８と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００８２】
　図１０に示すように、図１から９のいずれかの構成に加えて滴下手段９の後方から滴下
水へ向けて光を照射する照射手段１８ａとして青色ＬＥＤと照射手段１８ｂとして白色Ｌ
ＥＤと、制御手段１６ｂは送風手段４の強運転時は照射手段１８ａの青色を点灯し、弱運
転時は照射手段１８ｂの白色を点灯する構成とする。
【００８３】
　上記構成において、送風スイッチ（図示せず）を強に切り換えると動作信号が制御手段
１６ｂに送られる。動作信号により制御手段１６ｂは送風手段４を強運転し、連動して照
射手段１８ａを点灯させ青色の光を照射する。また、送風スイッチを弱に切り換えると動
作信号が制御手段１６ｂに送られる。動作信号により制御手段１６ｂは送風手段４を弱運
転し、連動して照射手段１８ｂを点灯させ白色の光を照射する。また、強運転を白色、弱
運転を緑色としても良い。加湿装置の運転状態に応じて照射手段１８ａ、１８ｂにより滴
下する滴下水を照らす色を変え、照射する色から運転状態が変わったことの報知と合わせ
て照射する光により滴下水の滴下量が変わったことの認識を容易にすることができる。
【００８４】
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　すなわち、滴下水を継続的に見ていなくても、照射する光の変化で、滴下量が変更され
たことが容易に認識できるのである。特に照射する光により表示することで、加湿器から
離れた場所でも認識ができる。
【００８５】
　（実施の形態１０）
　次に、本発明の実施の形態１０について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形
態１から９と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００８６】
　図１１に示すように、図１から１０のいずれかの構成に加えて周囲の湿度を検知する湿
度検知手段１９として高分子膜を誘電体とした静電容量の変化により湿度を測定する湿度
センサを備え、制御手段１６ｃは湿度検知手段１９の検知信号により滴下手段９の後方か
ら滴下水へ向けて光を照射する照射手段１８ｃとして赤色ＬＥＤと照射手段１８ｄとして
緑色ＬＥＤを点灯する構成とする。
【００８７】
　上記構成において、通電により湿度検知手段１９は、周囲の湿度を測定する。運転開始
信号が制御手段１６ｃに送られると湿度検知手段１９の検知信号に応じて、測定された相
対湿度が３０％以下、または７０％を超えたときは、照射手段１８ｃを点灯させ赤色の光
を照射する。測定された相対湿度が３０％を超え７０％以下のときは、照射手段１８ｄを
点灯させ緑色の光を照射する。加湿装置の周囲の湿度に応じて照射手段１８ｃ、１８ｄに
より滴下する滴下水を照らす色を変え、照射する色から現在の湿度の報知と合わせて照射
する光により滴下水の滴下量が変わったことの認識を容易にすることができる。すなわち
、滴下水を継続的に見ていなくても、照射する光の変化で、滴下量が変更されたことが容
易に認識できるのである。特に照射する光により表示することで、加湿器から離れた場所
でも認識ができる。
【００８８】
　（実施の形態１１）
　次に、本発明の実施の形態１１について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形
態１から１０と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００８９】
　図１２に示すように、図１から図１１のいずれかの構成に加えて水槽に貯留水する水位
より高い位置に配設して滴下水滴を滴下させる消音手段２０としてポリエステル繊維で構
成された不織布の上に滴下水が滴下する構成とする。
【００９０】
　上記構成において、運転開始信号が制御手段１６に送られると、滴下手段９から滴下を
開始する。滴下する水滴は、水槽１１に貯留する水面より高い位置に配設している消音手
段２０の上に滴下し、滴下した水は消音手段２０を伝わり水槽へ貯留される。貯留された
水面に直接滴下水が滴下することなく、水面に滴下するときの滴下音を低減することがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　水量を確認する装置等にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】本発明の実施の形態１の加湿装置の構成を示す側面概略図
【図２】同実施の形態１の加湿装置の構成を示す正面概略図
【図３】同実施の形態２の加湿装置の滴下構造を示す正面概略図
【図４】同実施の形態３の加湿装置の滴下構造を示す正面概略図
【図５】同実施の形態４の加湿装置の滴下構造を示す正面概略図
【図６】同実施の形態５の加湿装置の滴下構造を示す正面概略図
【図７】同実施の形態５の加湿装置の滴下構造を示す正面概略図
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【図８】同実施の形態６の加湿装置の構成を示す正面概略図
【図９】同実施の形態７の加湿装置の構成を示す側面概略図
【図１０】同実施の形態８の加湿装置の構成を示す側面概略図
【図１１】同実施の形態９の加湿装置の構成を示す側面概略図
【図１２】同実施の形態１０の加湿装置の構成を示す側面概略図
【図１３】従来の加湿装置の構成図
【符号の説明】
【００９３】
　１　　　本体
　２　　　吸込口
　３　　　吹出口
　４　　　送風手段
　６　　　給水タンク
　８　　　電磁弁
　９　　　滴下手段
　９ａ　　滴下手段
　９ｂ　　滴下手段
　９ｃ　　滴下手段
　９ｄ　　滴下手段
　９ｅ　　滴下手段
　１０　　透過部
　１０ａ　第１の孔
　１０ｂ　第１の仕切り
　１０ｃ　第２の孔
　１０ｄ　第２の仕切り
　１０ｅ　第３の孔
　１１　　水槽
　１４　　加湿フィルター
　１６　　制御手段
　１６ａ　制御手段
　１６ｂ　制御手段
　１６ｃ　制御手段
　１７　　拡大手段
　１８　　照射手段
　１８ａ　照射手段
　１８ｂ　照射手段
　１８ｃ　照射手段
　１９　　湿度検知手段
　２０　　消音手段
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